


【保険料方針の見直しとは】
令和5年度に、県が示した令和12年度統一保険料推計を基に、市町村は保険料方針を策定しました。
（当市においては、令和6年2月16日開催の運営協議会において協議し、下記の表のとおり策定しています。）

令和8年度は全市町村長と知事で、令和12年度の保険料統一に向けた進捗状況や課題等を確認する
「中間確認」が令和8年10月19日に行われます。
これに先立ち、県が最新の令和12年度統一保険料推計を示しました。
県の最新の推計を基に令和5年度に策定した保険料方針の見直しを市町村が行うものになります。
なお、策定した保険料方針に強制力はなく、あくまで目安とするものであり、今後の状勢によって柔軟に対応することが必要です。

【保険料方針改定の趣旨】
減少する被保険者数、増加する医療費等に伴い、令和12年度の保険料は上昇することが見込まれています。
そのため令和12年度の統一保険料が急激な増加とならないよう、段階的に保険料を引き上げていき、円滑に
統一保険料へ移行できるようにすることを県は狙いとしています。

【推計方法について～令和５年度と令和８年度の違い～】
令和５年度と令和８年度では県の推計方法が大幅に変更されており、比較することができません（別紙資料①をご覧ください）。
参考として令和５年度に策定した南国市の保険料方針を以下に載せます。

令和5年度策定の
保険料方針 R7（推計） R8（推計） R9（推計） R10（推計） R11（推計） R12（推計）

一人当たり保険料額 117,716 123,716 129,716 135,716 141,716 147,880

保険料上がり幅 0 6,000 6,000 6,000 6,000 6,164

単年度収支 -85,002,773 -60,676,244 -39,025,656 -20,051,008 -3,752,301

基金残高 212,921,887 127,919,114 67,242,870 28,217,214 8,413,905 4,413,905
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【保険料方針改定案】
♦１人当たり保険料の差額（別紙資料②県提供のワークシートをご覧ください）
県提供のワークシートで推計された南国市の1人当たり保険料（税）は、以下のように令和8年度と令和12年度で差がある状態です。
※参考に令和5年度に県が実施した推計も載せています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※南国市は子ども分を基金から充当しているため、実際の差額は合計20,422円になります。

♦保険料方針改定案

（方針の考え方について）
・単年度収支が黒字であるうちは税率の引き上げが困難であること。
・黒字に伴い国民健康保険財政調整基金の残高が増えており、被保険者に向けた基金消化を行いたいこと。
・保険料（税）の引き上げは、統一保険料と現在の南国市保険料（税）で確実に差が生じる「子ども・子育て支援金分」を対象としたいこと。

R8年度実施分 R8（推計） R12（推計） 差額

1
人
当
た
り
保
険
料

医療分 　93,686 　103,062 　9,376
後期分 　30,851 　　33,990 　3,139　
介護分 　31,719 　　33,579 　1,860
子ども分 　　3,469 　　　6,047 　2,578

合計 159,725 　176,678 16,953

R5年度実施分 R6（推計） R12（推計） 差額
1人当たり保険料 117,716 147,880 30,164

R5推計時よりも一人当たり保険料の差額は縮まっています。
R5とR8では推計方法が大きく変更されたので単純比較はできませんが
近年の所得上昇に伴う所得割の増加で、一人当たり保険料の差が縮
まっている面があります。

①令和11年度に「子ども・子育て支援金分」を一人当たり保険料（税）　+4,500の引き上げを行う
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（方針の考え方について）
・令和11年度～令和12年度にかけて税率改定が連続するため、被保険者への丁寧な説明や事務負担軽減、
　被保険者への影響を総合的に勘案し、令和12年度保険料統一と併せて変更としたい。

・改定案にした場合のまとめ表

３方式 ２方式

所得割
（所得に応じてかかる額）

所得割

均等割
（加入者1人につきかかる額）

均等割

平等割
（1世帯につきかかる額）

②介護分の賦課方式の変更（３方式→２方式）は令和12年度に実施する

R7（実績） R8（推計） R9（推計） R10（推計） R11（推計） R12（推計）

1
人
当
た
り
保
険
料

医療分 94,067 93,686 93,686 93,686 93,686 103,062

後期分 29,827 30,851 30,851 30,851 30,851 33,990

介護分 30,542 31,719 31,719 31,719 31,719 33,579

子ども分 3,469 3,469 3,469 4,500 6,047

合計 154,436 159,725 159,725 159,725 160,756 176,678

保険料上がり幅 0 0 0 0 4,500 15,922

単年度収支 115,781,666 71,568,377 -34,655,118 -75,695,370 -70,533,361

基金残高 395,129,699 510,911,365 582,479,742 547,824,624 472,129,254 401,595,893
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